
下記の診療一覧表は平成 25 年 9月 1日時点のものです。
学会や緊急手術、異動などにより担当医師が変更となる
場合もございます、どうかご了承ください。

予約が必要な診療科は青色 ( 白抜き字 ) で
表示していますのでご注意ください。
※神経内科では初診は受け付けていません。

こ
の

広報
誌は０円です。

ご
自
由
に
お
取
り

ください。[ TAK
E F

RE
E ]
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外 来 診 療 一 覧 表

消化器内科

循環器内科

呼吸器内科

血液内科

内科

診療科 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日

川田 光顯

的場 俊 的場 俊 的場 俊

川田 光顯 川田 光顯

品原 正幸 ( 糖尿病 )

品原 正幸 品原 正幸

品原 正幸

高橋 昌也

和田 邦彦

河瀬 成穂 窪田 哲也

砥谷 和人

緒方 英之

鮫島 直美

松本 竜季

大﨑 純子

秋澤 雅史

澤田 健

澤田 健 澤田 健 澤田 健

村上 洋文

村上 洋文 村上 洋文 村上 洋文

峯瀬 正祥

峯瀬 正祥

前田 博教

今里 滋宏 今里 滋宏 今里 滋宏森澤 豊 森澤 豊

森澤 豊

吉田 和之

吉田 和之

岡田 眞尚

岡田 眞尚

西山 正司

前田 賢人

前田 賢人

廣瀬 康昭

安田 雅春

安田 雅春

安田 雅春

廣瀬 康昭

廣瀬 康昭

廣瀬 康昭 廣瀬 康昭

前田 賢人

前田 賢人 前田 賢人佐藤 哲也

佐藤 哲也 佐藤 哲也

佐藤 哲也佐藤 哲也

禁煙外来 ( 予約 ) 西山 正司 ( 予約 ) 西山 正司 ( 予約 )

西山 正司 西山 正司 西山 正司 西山 正司

母乳外来 母乳外来 母乳外来 母乳外来

岡田 眞尚

岡田 眞尚 岡田 眞尚

吉田 和之 吉田 和之 吉田 和之

吉田 和之 吉田 和之

野中 大伸

吉田 和之 吉田 和之

前田 博教

直木 一朗 直木 一朗

直木 一朗

山本 盛雄

山本 盛雄

峯瀬 正祥

峯瀬 正祥

北岡 裕章 高橋 有紗

秋澤 雅史 秋澤 雅史

大﨑 純子 和田 邦彦 大﨑 純子

和田 邦彦 (10:30 ～ )

吉村 公比古
( 第 1)

市川 徳和 ( 予約 )
( 第１・第３)

岡田 眞尚
１ヵ月健診 ( 予約 )

渡橋 和政
（第４）

岡田 浩晋
（第２・第４）

前田 賢人
( 第２・第４・第５)

午後
( 受付 13:00 ～ 16:00)

午　

前
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新患 (予約制 )

再診 ( 予約制 )

午前：再診のみ ( 予約制 )

乳児健診 ( 予約 ) 予防接種 ( 予約 )

高知大学  応援医師

高知大学  応援医師 高知大学  応援医師

高知大学  応援医師

高知大学  応援医師

岡田 眞尚 ( 予約 )

直木 一朗 ( 予約 )

岡田 眞尚 ( 予約 )

岡田 眞尚 ( 予約 )岡田 眞尚 ( 予約 )

筒井 巧 (第 4のみ休診 )

ストーマ外来

精神科

外科

神経内科

形成外科

産婦人科

泌尿器科

内科

外科 整形外科

産婦人科 泌尿器科 放射線科

救急科小児科

皮膚科

耳鼻咽喉科眼科消化器内科 循環器内科

小児科

皮膚科

眼科

脳神経外科

耳鼻咽喉科

胸部・心臓
血管外科

整形外科
リハビリテーション科

リウマチ科

午　後

午　後

午　後

午　前

午　前

午　前

午　前 (11:00 まで )

午　前

午　前

午　前

午　前

午　前

午　前

午　前

午　前

午　後 ( 予約 )

午　後 ( 予約 )

午　後 ( 予約 )

午　後 ( 予約 )

午　前 ( 予約 )

午　後 ( 予約 )

午後 ( 受付 14:00 ～ 16:00)

午後 ( 受付 13:00 ～ 16:00)

( 受付 14:00 ～ 15:30)

( 受付 14:00 ～ 16:00)

午　後

午　後

午　後

あっぷるクリニック ( 予約 )

県立あき総合病院 検索

0887-34-3111( 代表 )お問い
あわせ

午前 受付

予約変更

地域連携室

8:30 ～ 11:30

14:00 ～ 16:00

0887-35-8107
( 直通 )

川田 光顯

岡田 眞尚

西山 正司

前田 賢人 佐藤 哲也

廣瀬 康昭 安田 雅春

鮫島 志郎

寺島 正子

直木 一朗前田 博教 山本 盛雄 今里 滋宏 森澤 豊

品原 正幸 大﨑 純子 和田 邦彦 秋澤 雅史 吉田 和之的場 俊

Aki General Hospital provides patient-centered
medical care and community outreach especially
for cancer patients in this region .

A K I
G e n e r a l
H o s p i t a l

Aki General Hospital

vQjl
広報誌

plus

■ 当院におけるがん医療

■ 県東部地域におけるがんの動向と対策

■ がん各論

■ 緩和ケアとは

■ 外来化学療法とは

■ 部署紹介 ( 訪問看護 )

■ 管理栄養士ごはん

■ AGHニュース

　 ①ふれあい医療教室 in 室戸 報告

　 ②新病院建設情報

　 ③環境対策委員会よりお知らせ

[

11
頁
の
解
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ウ
サ
ギ
さ
ん
は
こ
こ
だ
！

肺
がん

大腸
がん
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安芸保健医療圏のがん死亡数の年次推移全国より死亡超過となっているがんと “累積過剰死亡数”

※過剰死亡数とは、全国の平均と同じ割合で死亡した場合の死亡数 ( 期待死亡数 ) から実死亡数を引いた値を示しています。高知健康づくり支援システムデータより作成。

( 平成 14 年～ 23 年 ) あき総合病院のがん手術件数の推移 あき総合病院入院疾患別患者数 (H24)
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い
ま
一
生
の
う
ち
で
亡
く
な
る
第

一
位
の
原
因
は
が
ん
で
あ
り
、
推
計

に
よ
る
と
概
ね
男
女
と
も
に
２
人
に

１
人
が
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
男
性
で

は
４
人
に
１
人
、
女
性
で
は
６
人
に

１
人
が
が
ん
で
死
亡
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
若
い
世
代
も
含
め
て
本
人

や
家
族
、
社
会
に
と
っ
て
も
大
き
な

脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
芸
保
健
医
療
圏
に
お
い
て
は
、

毎
年
240
人
前
後
の
が
ん
に
よ
る
死
亡

が
あ
り
、
平
成
14
年
か
ら
10
年
間
に

肺
が
ん
413
人
、
肝
臓
が
ん
380
人
、
胃

が
ん
345
人
、　 

す
い
臓
が
ん
182
人
、

大
腸
が
ん
98
人
、
乳
が
ん
62
人
、

　

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
安
芸
地
域

で
は
、
医
療
体
制
の
整
備
も
今
後
の

需
要
に
見
合
っ
た
も
の
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
の
医
療
需

要
予
測
で
は
、
高
齢
者
の
方
に
多
い

病
気
、
特
に
が
ん
が
今
後
も
多
い
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

実
際
に
平
成
24
年
度
に
県
立
あ
き

総
合
病
院
に
入
院
さ
れ
た
全
入
院
患

者
さ
ん
の
疾
患
別
内
訳
を
み
て
も
、

が
ん
や
リ
ン
パ
腫
な
ど
の
悪
性
疾
患

が
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
現
在
で
も
、
が
ん
の
患
者
さ
ん

が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
が
、

今
後
は
さ
ら
に
増
え
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
当
院
で
の
が
ん
の
手
術
件

数
も
以
前
よ
り
大
き
な
増
加
を
見
せ

て
い
ま
す
。
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

乳
が
ん
・
肺
が
ん
な
ど
、
こ
こ
で
で

き
る
手
術
は
こ
こ
で
行
い
、
術
後
の

抗
が
ん
剤
治
療
も
今
以
上
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

医
療
機
器
で
い
い
ま
す
と
、
現
在

あ
る
64
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
スCT

は
、

今
で
も
が
ん
診
療
の
大
き
な
戦
力
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
26
年
４
月

の
新
病
院
開
院
で
は
さ
ら
に
最
新
の

血
管
造
影
装
置
や
診
断
装
置
を
整
備

し
て
が
ん
診
療
に
力
を
入
れ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

が
ん
の
治
療
は
、
県
立
あ
き
総
合

病
院
の
こ
の
地
域
で
の
使
命
の
大
き

な
ひ
と
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
病

院
に
向
け
て
さ
ら
に
体
制
を
強
化
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
宮
が
ん
41
人
の
方
々
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
全
国
に
比
べ
て
過
剰
に

死
亡
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
10

年
間
の
過
剰
死
亡
数
を
単
純
に
合
計

し
た“

累
積
過
剰
死
亡
数”

は
、
男
性

で
肝
臓
が
ん66.65

、
す
い
臓
が
ん

24.05

、
胃
が
ん10.19

、
女
性
で
肝

臓
が
ん86.02

、
大
腸
が
ん7.25

、

子
宮
が
ん5.17

と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
芸
地
域
で
は
、
肝
臓
が
ん
対
策
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
知
県
で
は
第
２
期
高
知
県
が
ん

対
策
推
進
計
画(H

25

〜29)

を
策

定
し
、
が
ん
検
診
受
診
率(40

〜59

歳)50

％
以
上
、
受
動
喫
煙
率
の
低

減(

家
庭3

％
以
下
、職
場10

％
以
下
、

飲
食
店14

％
以
下)

、
肝
炎
検
査
の

陽
性
者
が
適
切
な
治
療
を
受
け
て
い

る
な
ど
の
具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
、

が
ん
か
ら
県
民
を
守
る
施
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
平
成23

年
度
の40

〜59

歳
が
ん
検
診
受
診

率
は
、
胃
が
ん35.6%

、
大
腸
が
ん

46.4%

、
子
宮
頸
が
ん44.0%

、
乳

が
ん48.4%

と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
知
県
東
部
地
域
に
お
け
る

　

が
ん
の
動
向
と
が
ん
対
策

当
院
に
お
け
る
が
ん
医
療

安芸福祉保健所 所長

鈴木 順一郎
62歳、高知市出身、岡山大学医学部医学科卒業、
高知医科大学 ( 現高知大学医学部 ) 公衆衛生学
助手を経て行政に入職。中村保健所から県内各
地の保健所勤務を経て現職 (5 年目 )。

県立あき総合病院 院長

前田 博教
　89年宮崎医科大学 ( 現宮崎大学 ) 卒、同年高
知医科大学 ( 現高知大学 ) 第二外科入局。98年
ペンシルベニア大学留学。帰国後 05年高知大
学第二外科講師、10年同大学准教授を経て 11
年高知県立安芸病院院長、12年より現職。

A 
TENDENCY

OF
CANCER

AN 
OPERATION

OF
CANCER

安芸福祉
保健所

県立あき
総合病院×

高知県　健康政策部　安芸福祉保健所
〒784-0001　安芸市矢ノ丸１丁目 4-36
高知県安芸総合庁舎
Tel：0887-34-3175( 代表 )
Fax：0887-34-3170

高知県立あき総合病院
〒784-0027　安芸市宝永町 1-32
Tel：0887-34-3111( 代表 )
Fax：0887-34-2687

がん医療の今。
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がん治療件数は

増えてきている！
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が
ん
各
論

(

胃
・
肝
臓
・
肺
・
乳
・
大
腸)

Le�s��  1

胃がん

Le�s��  2

肝臓がん

胃
が
ん
は
、
胃
の
粘
膜
内
の
細
胞
が
何

ら
か
の
原
因
で
が
ん
細
胞
に
変
化
し
た

悪
性
腫
瘍
で
す
。
胃
が
ん
患
者
数
は
第

一
位
で
、
が
ん
で
亡
く
な
る
人
の
４
分

の
１
が
胃
が
ん
に
よ
る
も
の
で
す
。
胃

が
ん
の
原
因
と
し
て
は
、
胃
炎
や
胃
潰

瘍
の
原
因
と
な
る
ス
ト
レ
ス
や
、
過
剰

な
塩
分
摂
取
、
欧
米
食
の
偏
食
、
喫
煙

や
ア
ル
コ
ー
ル
、
ま
た
ヘ
リ
コ
バ
ク

タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
の
持
続
感
染
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
生
活
習
慣
や

食
生
活
を
気
づ
か
い
、
ピ
ロ
リ
菌
の
除

菌
を
す
る
な
ど
に
よ
り
、
予
防
し
や
す

い
が
ん
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

胃
が
ん
、
な
か
で
も
早
期
の
胃
が
ん
で

は
無
症
状
の
場
合
も
多
く
、
集
団
検
診

や
人
間
ド
ッ
ク
で
約
半
数
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
院
に
お
い
て
も
積
極
的

に
内
視
鏡
検
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
カ

メ
ラ
を
飲
む
の
が
苦
手
な
方
の
た
め
に

さ
ら
に
径
の
細
い
経
鼻
内
視
鏡
も
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
胃
が
ん
の
手

　
「
肝
臓
が
ん
」
と
は
肝
臓
に
で
き
る

癌
の
こ
と
で
す
が
、
他
の
臓
器
か
ら
肝

臓
へ
転
移
し
た
「
転
移
性
肝
臓
が
ん
」

を
除
け
ば
、
肝
臓
に
出
来
る
癌
の
大
部

分
は
肝
細
胞
癌
で
す
。
肝
細
胞
癌
は
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
生
じ
る
こ
と
が

非
常
に
多
く
、
全
体
の
70
％
で
C
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
持
続
的
に
感
染

す
る
こ
と
に
よ
り
、
肝
細
胞
自
体
で
は

炎
症
や
破
壊
、
再
生
が
繰
り
返
し
起
こ

り
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
肝
細
胞
内
の

D
N
A

に
あ
る
遺
伝
子
が
突
然
変
異
し
て

癌
が
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
ア
ル
コ
ー
ル
多
飲
や
脂
肪

肝
に
よ
る
炎
症
が
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

　

肝
細
胞
癌
の
発
生
頻
度
に
関
し
て
は

こ
の
安
芸
地
区
で
高
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

あ
る
人
は
肝
細
胞
癌
に
な
る
危
険
性
が

高
い
こ
と
か
ら
定
期
的
な
検
査
が
必
要

で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
癌
を
早
期
に

見
つ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
な
い
方
で
も
肝

臓
の
病
気
は
通
常
症
状
が
で
に
く
い
の

で
一
般
的
な
検
診
を
し
っ
か
り
受
け
る

こ
と
が
大
事
と
思
わ
れ
ま
す
。

術
を
受
け
て
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ま
の

場
合
、
す
で
に
進
行
し
た
状
態
で
発
見

さ
れ
た
方
も
多
く
、
東
部
地
区
に
お
住

ま
い
の
方
の
積
極
的
な
検
診
へ
の
参
加

が
望
ま
れ
ま
す
。

手
術
が
選
択
さ
れ
ま
す
。
治
癒
が
目
的

で
は
な
く
、
出
血
や
食
物
の
通
過
障
害

に
対
し
て
も
こ
れ
ら
の
手
術
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
抗
が

ん
剤
治
療
は
手
術
前
に
手
術
可
能
な
状

態
ま
で
が
ん
を
小
さ
く
し
た
り
、
手
術

後
の
が
ん
の
再
発
を
抑
え
た
り
、
ま
た

不
幸
に
も
再
発
し
た
が
ん
に
対
し
延
命

効
果
を
得
る
目
的
で
、
当
院
で
も
多
数

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
治
療
を
宣
告
さ
れ
た
患
者
さ
ま

に
は
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
多
大

な
負
担
が
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。
当

院
で
は
、
様
々
な
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
患
者
さ
ま
と

関
わ
り
、
こ
の
よ
う
な
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
で
き
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

胃
が
ん
の
進
行
度
は
、
が
ん
の
深
さ
、

リ
ン
パ
管
を
介
し
た
リ
ン
パ
節
転
移
、

血
管
を
介
し
た
肝
臓
や
肺
な
ど
へ
の
転

移
、
ま
た
が
ん
細
胞
が
お
腹
の
中
に
散

ら
ば
っ
た
腹
膜
播
種
性
転
移
の
有
無
な

ど
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
胃
が
ん

の
治
療
は
日
本
胃
癌
学
会
の
『
胃
癌
治

療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
を
基
に
、
こ
の
進

行
度
に
準
じ
た
治
療
法
が
選
択
さ
れ
て

い
ま
す
。
治
療
法
と
し
て
は
、
治
癒
を

目
的
と
す
れ
ば
切
除
が
第
一
選
択
と
な

り
ま
す
が
、
が
ん
が
粘
膜
に
と
ど
ま
り
、

転
移
の
な
い
早
期
が
ん
に
は
内
視
鏡
を

用
い
た
手
術
が
、
ま
た
が
ん
が
深
く
広

が
り
、
リ
ン
パ
節
や
他
の
内
臓
に
転
移

の
あ
る
が
ん
に
は
手
術
室
で
行
う
外
科

早
期
に
は
無
症
状
の
場
合
も

多
い
の
で
注
意
!!

《 

肝
臓
が
ん
の
説
明 

》

　

肝
細
胞
癌
に
お
い
て
主
な
治
療
法
と

し
て
は
「
外
科
手
術
」、「
ラ
ジ
オ
波
焼

灼
療
法
」、「
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
；
肝
動

脈
塞
栓
術
」、「
内
服
治
療(

分
子
標
的

治
療
薬)

」
が
あ
り
ま
す
。
一
番
治
療

成
績
が
良
い
の
は
外
科
手
術
で
す
が
、

治
療
後
５
年
元
気
で
い
ら
れ
る
方
が
半

分
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
腫

瘍
の
数
が
多
か
っ
た
り
、
肝
臓
の
機
能

が
弱
っ
て
い
る
方
で
は
手
術
適
応
に
な

り
ま
せ
ん
。
実
際
に
外
科
手
術
が
受
け

ら
れ
る
方
は
３
割
程
度
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
体
の
約
半
数
の
方
は
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
で
あ
る
肝
動
脈
塞
栓
術
を
受
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
繰
り
返
し
治
療
が
可
能
な

こ
の
治
療
と
、
針
を
刺
し
て
焼
く
ラ
ジ
オ

波
治
療
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
そ

の
治
療
成
績
が
外
科
手
術
に
近
い
レ
ベ
ル

に
な
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
院
で
も
肝
細
胞
癌
の
方
に
積
極
的
に
カ

テ
ー
テ
ル
治
療
を
施
行
し
て
い
ま
す
。
ま

た
新
し
い
治
療
薬
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い

る
分
子
標
的
治
療
薬
も
進
行
し
た
肝
細
胞

癌
の
方
で
も
効
果
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お

り
、
今
後
よ
り
広
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。　

《 

肝
臓
が
ん
の
治
療 

》

進
行
度
に
準
じ
た
治
療
法
を
選
択
。

当院にて施行可能な胃がん治療

内視鏡手術 外科手術 他
ポリープ切除

( ポリペクトミー )
定型手術

一般的がん手術 化学療法

免疫療法

緩和ケア

訪問看護・医療相談

放射線療法拡大手術
他臓器合併切除など

姑息的手術
バイパス手術など

腹腔鏡手術

内視鏡的粘膜切除術
(EMR)

内視鏡的粘膜下層剥離術
(ESD)

内視鏡的レーザー治療

○ ○ ○

○
○

○
○
△

○
×

×
×

×

直木 一朗
外科部長

専門領域は一般外科 ( 乳
腺・甲状腺 )・消化器外科・
内視鏡外科。日本外科学
会認定医、日本消化器外
科学会認定医。

山西 伴明

放射線科 ( 非常勤医師 )

三重県出身、昭和 47 年生まれ、高知医
科大学 ( 現高知大学 ) 卒業後、放射線科
に入局。その後幡多けんみん病院、高
知県立中央病院 ( 現高知医療センター )、
高知県立安芸病院を勤務。現職は高知
大学放射線科助教として勤務。

※日本 IVR 学会専門医
　として主にカテーテル
　治療に従事している。

※日本 IVR 学会ホームページ広報委員会のパンフレットから抜粋。

日本人のためのがん予防法

喫煙 身体
活動

体形

感染

飲酒

食事

たばこは吸わない。他人のたばこの
煙をできるだけ避ける。

日常生活を活動的に過ごす。

成人期での体重を適正な範囲に維持す
る。(太りすぎない・やせすぎない )

肝炎ウイルス感染の有無を知り、感染
している場合は治療措置をとる。

飲むなら、節度のある飲酒をする。
(日本酒なら１合、ビールなら大瓶 1本 )

食事は偏らず、バランスよくとる。
　※食塩の摂取は最小限にする。
　※野菜や果物不足にならない。

※独立行政法人国立がん研究センターがん対策情報センターHPより抜粋。
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区域切除

部分切除

右肺 左肺

P07 vol.5ひだまりぷらす P06 vol.5ひだまりぷらす

Le�s��  3

肺がん

Le�s��  4

乳がん

　

乳
が
ん
は
30
代
後
半
か
ら
増
え
は
じ

め
、
40
代
後
半
で
ピ
ー
ク
に
達
し
ま
す
。

乳
が
ん
の
症
状
に
は
、
乳
房
の
し
こ
り

だ
け
で
な
く
、
皮
膚
の
え
く
ぼ
や
乳
頭

か
ら
の
血
性
分
泌
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

意
外
に
も
痛
み
を
伴
う
こ
と
は
少
な
い

で
す
。

　

乳
が
ん
の
診
断
に
は
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
と
エ
コ
ー
が
ま
ず
行
わ
れ
、
そ
こ

で
疑
わ
し
い
場
合
に
は
吸
引
細
胞
診
や

針
生
検
な
ど
で
確
定
診
断
を
行
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
の
治
療
で
は
、
手
術
・
放
射
線
・

薬
物
療
法
を
組
み
合
わ
せ
て
患
者
さ
ん

に
最
も
合
っ
た
治
療
を
行
な
い
ま
す
。

乳
房
部
分
切
除
術(

図)

は
、
が
ん
を
含

め
た
乳
房
の
一
部
を
切
除
す
る
方
法
で

「
乳
房
温
存
手
術
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

通
常
手
術
後
に
放
射
線
照
射
を
行
い
、

残
さ
れ
た
乳
房
の
中
で
の
再
発
を
防
ぎ

ま
す
。
が
ん
の
拡
が
り
が
広
い
場
合
に

は
、乳
房
切
除
術(

い
わ
ゆ
る
全
摘
手
術)

が
選
択
さ
れ
ま
す
。
ま
た
腋
窩(

わ
き

の
下)

の
リ
ン
パ
節
転
移
が
疑
わ
れ
る

場
合
な
ど
に
、
腋
窩
リ
ン
パ
節
の
切
除

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
場
合
の
合
併

症
と
し
て
、
手
術
を
し
た
側
の
腕
に
む

　

肺
が
ん
が
日
本
人
の
癌
死
の
第
一
位

と
な
っ
て
久
し
く
、
２
０
０
９
年
以
降

の
肺
が
ん
死
は
年
間
約
７
万
人
以
上
と

な
り
、
肺
が
ん
治
療
の
確
立
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
新
規
抗
が
ん

剤
や
分
子
標
的
治
療
薬
に
よ
る
臨
床
試

験
の
結
果
、
肺
が
ん
の
診
断
か
ら
治
療

へ
の
流
れ
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

肺
が
ん
の
治
療
決
定
は
、
肺
が
ん
の

タ
イ
プ
に
よ
っ
て
大
き
く
２
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
組
織
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て

小
細
胞
肺
が
ん
と
非
小
細
胞
肺
が
ん(

腺

が
ん
・
扁
平
上
皮
が
ん
・
大
細
胞
が
ん)

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
小

細
胞
が
ん
は
抗
が
ん
剤
や
放
射
線
治
療

に
対
す
る
効
果
が
高
い
こ
と
よ
り
手
術

の
適
応
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
一

方
、非
小
細
胞
が
ん
は
病
期(

転
移
な
ど)

が
進
ん
で
い
な
け
れ
ば
手
術
治
療
を
行

う
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

　

腋
窩
リ
ン
パ
節
へ
の
転
移
が
な
い
か

ど
う
か
を
調
べ
る
こ
と
で
、
転
移
が
な

い
場
合
の
腋
窩
リ
ン
パ
節
切
除
を
省
略

す
る
検
査
が
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
生

検
で
す
。
が
ん
の
近
く
に
色
素
を
注
射

し
た
後
に
乳
が
ん
か
ら
の
リ
ン
パ
の
流

れ
が
最
初
に
到
達
す
る
リ
ン
パ
節
を
見

つ
け
ま
す
。
見
つ
け
た
セ
ン
チ
ネ
ル
リ

ン
パ
節
を
手
術
中
に
調
べ
て
、
転
移
が

な
い
と
き
に
は
腋
窩
リ
ン
パ
節
切
除
は

行
い
ま
せ
ん
。
県
立
あ
き
総
合
病
院
で

も
平
成
25
年
か
ら
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ

節
生
検
を
開
始
し
、
よ
り
安
全
で
負
担

の
少
な
い
手
術
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
患
者
さ
ん
のQ

O
L

を

考
慮
し
て
、
乳
房
再
建
手
術
も
可
能
で

す
。

　

乳
が
ん
の
薬
物
療
法
に
は
内
分
泌
療

法
、
抗
が
ん
剤
治
療
、
分
子
標
的
治
療

の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。
女
性
ホ
ル
モ
ン

が
影
響
す
る
タ
イ
プ
の
乳
が
ん
で
は
内

分
泌
療
法
が
期
待
で
き
ま
す
。
抗
が
ん

剤
治
療
は
、
進
行
度
が
高
い
場
合
の
再

発
予
防
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。
白
血
球

の
減
少
や
吐
き
気
、
脱
毛
な
ど
の
副
作

用
が
現
れ
ま
す
が
、
現
在
は
副
作
用
を

軽
減
す
る
薬
も
効
果
的
で
す
。
分
子

標
的
治
療
で
は
、
乳
が
ん
細
胞
が
持

つH
ER2

と
呼
ば
れ
る
タ
ン
パ
ク
質

を
ね
ら
い
撃
ち
し
た
治
療
法
が
開
発

さ
れ
、
治
療
に
効
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。

　

乳
が
ん
で
は
新
し
い
治
療
法
が
開

発
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

の
症
状
に
合
っ
た
方
法
で
、
し
か
も

患
者
さ
ん
の
生
活
の
質
を
保
ち
な
が

ら
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
事
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

く
み(

リ
ン
パ
節
浮
腫)

や
痛
み

が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

前田 博教 山本 盛雄
外科医長病院長

専門領域は消化器一般外
科・乳腺外科。日本外科
学会認定医・専門医、医
学博士。

消化器一般外科、呼吸器
外科医学博士。

40
歳
代
に
な
る
と

乳
が
ん
に
注
意
！

が
ん
の
タ
イ
プ
で

治
療
が
変
わ
る
？

じ
め
に

ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
生
検
を

あ
き
総
合
病
院
で
も
実
施
。

セ

図：乳房部分切除術

図：センチネルリンパ節生検

【 肺がんの手術とは 】

【 肺がん検診これまで
　と同じでいいの？ 】

肺 は

　

非
小
細
胞
肺
が
ん
の
治
療
は
外
科

放
射
線
と
い
っ
た
局
所
治
療
と
分
子

標
的
治
療
薬
や
抗
が
ん
剤
な
ど
の
全

身
治
療
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
、
治
療
成
績
は
着
実
に
進
歩

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
や
は
り
肺
が
ん
の
完
治

に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
なCT

検
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

わ
り
に

お

　現在の標準術式は肺葉切除
+縦隔リンパ節郭清 ( リンパ
節も含めその周囲組織を一塊
に切除すること ) です。その
中には早期肺がんも多く含ま
れ、標準手術は『切りすぎ』
であることも少なくはないで
す。特に高知県東部地区の肺
がん患者さんは、70-80 代の
患者さんが多く、肺機能の温
存を考えれば早期肺がんの場
合は縮小手術 ( 肺区域切除や
肺部分切除など ) も良い適応
であると考えられます。

　肺がん検診といえば胸部レン
トゲンで、現在でも市の肺がん
検診といえば胸部レントゲンで
す。実は胸部レントゲンでは発
見できない肺がんもあり、また
胸部レントゲンで確認できた時
には既に進行していて手遅れと
いった場合がよくあります。
2010 年 11 月に米国にて行われ
た低線量 CTと胸部レントゲンと
の肺がん検診の大規模な比較試
験の結果が公表されました。CT
検診群の肺がんによる死亡率が
胸部レントゲン検診群の肺がん
死亡率に比較して 20.3% 低下し
たという結果でした。というこ
とで、低線量 CTによる肺がん検
診をどのような実用的システム
として普及させるのか、今後の
課題として関心をそそられてい
ます。

肺がんに対する縮小手術

右肺は S1-10 の 10 区域に分かれていますが、S7 と S10
は背後に位置しています。左肺は S1+2,3,4,5,6,8,9,10 の
8 区域に分かれていて S7 はありません (S10 は背後 )。



緩和ケア

外来がん化学療法

palliative care

「緩和ケア」という言葉に、どのようなイメージを持っていますか？

「外来がん化学療法」とは

「がん治療ができなくなった方への医療」「がんの終末期に
受ける医療」と思っている方もまだまだ多いようです。

　がん化学療法は、手術・放射線と並ぶがん治療の３本柱の一つで
あり、１. 治ること ( 根治的 )、２. 延命・症状緩和の２つに大別され
ます。また目的として、①乳がん温存術のように手術前に腫瘍を縮小
させて手術範囲を最小限にする術前化学療法、②胃・大腸・乳・卵巣
がん等のように手術後の再発を抑制する術後化学療法、③食道・頭頸
部・小細胞肺がん等のように放射線と同時に行うことで相乗効果を
高める等があります。　

緩和ケア
とは

緩和ケア
チームとは

がんなどの病気に伴うからだやこころの痛みを和ら
げ、生活の質やその人らしさを大切にする医療で、
患者さんとご家族を対象とします。

がんの診断時から療養中までに生じる様々な問題について支援するチームです。体と心のつらさな
どの治療のほか、患者さんの社会生活や家族のサポートを行うために、医師・看護師・薬剤師・栄
養士・理学療法士・医療ソーシャルワーカーなど様々な職種が協力しながらサポートしています。

● 緩和ケアチームのサポートを希望される方は、病院スタッフにお気軽にご相談ください。

緩和ケアは
「がんの治療」と
一緒に始めます

内服薬や点滴注射についての説明と副作用のチェック

などの体や心の痛みを取り除く治療

痛み 不安 便秘
下痢

吐き気

各種制度や福祉サービスの紹介や各関係機関との調整

自宅での療養を希望される方には、訪問看護や介護
保険 ( ベッドなどの介護用品のレンタル ) の紹介

基本的な動作や体力を維持するためのリハビリ

P09 vol.5ひだまりぷらす P08 vol.5ひだまりぷらす

当日の流れ ( 例 )

受付 採血 治療 帰宅

　前回治後の有害事
象 ( 副作用 ) は、有
害事象共通用語基準
(CTCAE v4.0) に基づ
き当日の治療ができ
るかどうか、患者様
及びご家族・医師・
看護師・薬剤師等で
検討し患者様ご自身
が決定する。

　医師の指示に基づ
き薬剤師と看護師で
確認後、薬剤師が薬
を溶かし看護師が実
施する。
　看護師は当日～今
後予測される有害事
象に対して観察・説
明・指導を行う。

　患者様個々に生じ
る有害事象に応じて
セルフケアを継続し、
次回治療予定まで日
常の生活を過ごす。

外来がん化学療法のメリット
は、患者様が日常の生活を送
りながらできることです。し
かし、副作用に悩まされ我慢
している方を多く目にするの
も現状です。一人で悩まずに
がん化学療法室の看護師に気
軽にお声かけください。
　【がん看護専門看護師
　　　　　　　：竹田 日記】

Le�s�� 5

大腸がん

山本 盛雄

治療方針や検査・手術に
ついては充分な時間をと
り、わかりやすく説明を
行ないます。

外科医長
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と
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み

　

大
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結
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の
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亡
率
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一
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、
男
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で
は
肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
肝

臓
が
ん
に
次
い
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第
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位
で
す
。

大
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大
腸
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膜
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胞
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ら
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大
腸
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え
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す
。
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発
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刺
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受
け
て
が
ん
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ま
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。
も
う
１
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は
発
が
ん
刺
激
を
受
け
た
正
常
粘
膜
か
ら

直
接
に
が
ん
が
発
生
す
る
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。
こ
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デ
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ボ
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と
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意
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と
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。
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ー
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か
ら
発
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が
ん
の
場
合
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プ
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切
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す
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こ
と
に
よ
り
が
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の
で
、
定
期
的
な
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視
鏡
検
査

と
内
視
鏡
的
治
療
が
非
常
に
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。

大腸がんは腸の一番内側の粘膜にできて、腸の
壁を破壊しながらだんだん大きくなり、最後に
腸の壁を突き破って周囲の臓器に拡がってゆき
ます。（浸潤）

離れた場所に飛び火して増殖することを「転移」といい、腸の静脈から離れた臓器に転移することを
血行性転移といい頻度が高いのは肝臓や肺です。またリンパ管からがん細胞が途中のリンパ節に流れ
着いて増殖することをリンパ行性転移といいます。増大したがんは壁を突き破って腸管を覆う腹膜に
顔を出し、そこから腹腔内に散らばったがん細胞が芽を出すように大きくなることを腹膜播種 ( 種が
播かれるようにがんが転移すること ) といいます。大腸がんの拡がり方は、浸潤・血行性転移・リン
パ行性転移・腹膜播種があります。

【 大腸がんの拡がり方 】

【 大腸がんの手術 】
手術治療では、腸管とリンパ節を
切除します。がんの浸潤が周囲組
織にまで及んでいる場合は、可能
であればその臓器も一緒に切除し
ます。腸管を切除した後は、残っ
た腸管を吻合します ( つなぎ合わ
せることを「吻合」といいます )。
直腸がんが肛門近くにあって腸管
を吻合できない場合は人工肛門が
必要です。現在の標準手術は、リ
ンパ節郭清はD2郭清です。
( 左図参照 )

【 手術の意義は？ 】
大腸がんの手術意義は非常に重要で
す。手術により切除したもの(標本)
で、大腸がんの拡がり方が確認でき
るからです。例えば、リンパ節転移
が確認された場合 ( リンパ節転移は
内視鏡では確認できません )、手術
の後に抗がん剤治療が必要になる場
合があります。もう１つの理由は、
切除標本から遺伝子の発現が確認で
きるからです。現在、多くの抗がん
剤の治療薬がありますが、遺伝子の
発現の有無により抗がん剤の治療が
大きく異なります。仮に再発した場
合は、この切除標本が治療選択のた
め大切となります。

横行結腸

回腸

虫垂

盲腸

直腸 S状部

S状結腸

上部直腸

下部直腸

下
行
結
腸

上
行
結
腸

a. 浸潤 b. 癌の転移 c. 癌の血行性転移

癌

血管 リンパ管

リンパ節

肝臓

腹膜

癌

癌

血行性転移

腹膜播種

大腸がん

肝転移

肺転移

全身へリンパ行性転移

① ②

③④

血管

腸管

腸間膜
腸管傍リンパ節

中間リンパ節

主リンパ節

癌
D1 郭清

D2郭清

D3郭清



{

ホタテガイ＝二枚貝網、イタヤガイ科。アミノ酸
の一種であるタウリンなどを豊富に含む。

ひだまりぷらすP11 vol.5 ひだまりぷらすP10 vol.5

部 署 紹 介 訪問看護005 home
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編集後記

管理栄養士
ごはん。

Nuturition
　Managers Recipe

材料 (２人分 )

作り方

ホタテ貝 貝柱　　　　　　　　　　   ４ヶ
青じそ　　　　　　　　　　　　　    2-3 枚
ネギ　　　　　　　　　　　　　　　1-2 本

合わせ味噌 ( 市販の田楽味噌パックでも可 )
　味噌　　　　　　　　　　　　　   大さじ 1
　砂糖　　　　　　　　　　　　　   小さじ 1
　みりん　　　　　　　　　　　　   大さじ 1
　ポン酢 ( お好みで )　　　　　　　 大さじ１

①  ホタテ貝柱は横半分にスライス。
②  フライパンに薄く油を引き、両面に焦げ目が付くまで中火でソテー。
③  皿に青じそ、ホタテの順で盛付け、合わせ味噌をかけ、刻んだネギを散らす。
④  味噌だけで食べてもいいし、お好みでポン酢をかけても味の変化が楽しめる。

エ
ネ
ル
ギ
ー

た
ん
ぱ
く
質

脂
質

糖
質

塩
分

158.3
kcal

18.9
   g

3.5
   g

1.0
   g

10.6
   g

　この記事9月に掲載されるんですけど、締切り7月なんですね～。
9月の旬の物って 7月に手に入るものはありきたりだったり、9月
には終わりかけだったりと悩ましい。サンマなんか冷凍で季節関
係なく手に入るし、変に手を入れるより塩焼きがやっぱり一番美
味しいし。
　ということで、いつでも手に入るもので簡単にまとめてみまし
た。ホタテの貝柱はサイズがいろいろありますので、小さいもの
なら個数を増やしてください。お刺身の余りでもいいですね。

【 管理栄養士：高橋俊裕 】

AGH NEWS
もうすぐハロウィーン！

　昨年８月の精神科病棟の完成に続い
て、現在外来診療科や一般科病棟部分
の建設が進んでいます。現病院に隣接
する南の部分については、既に内装工
事に着手しており、部屋の間取りや雰
囲気なども随分と分かるようになって
います。今後、２月末での竣工を目指
して急ピッチで工事を進めて行きます。

　平成26年4月開院予定の新病院では、
全敷地内禁煙となります。皆様にはご
理解・ご協力をお願いします。
同委員会では花壇の管理を行なってい
ます。写真は作業時に撮った記念写真
です。

　平成 25 年 7月 13 日 ( 土 )、室戸保健
福祉センターにて第４回ふれあい医療
教室 in 室戸を開催しました。160 名も
の方々にご参加いただき大盛況に終わ
りました。また、当院への期待の大き
さと医療への関心の高さを改めて実感
しました。

ふれあい医療教室
を開催しました。新病院建設情報。

環境対策委員会より

in室戸

第 4回

※写真は内科外来の部分です。 共催：室戸市

ホタテ
の

ソテー

栄
養
価(

一
人
分)

今回の表紙は「お月見」をテーマにしています。お月見で食べるお団子、旨いですよね～。最近はスーパーで売られているお団子のバリエーションも増えており、三色団子や草団子以外にも桃団子や
桜団子なんかもおススメです。ところで月と言えば兎ですが、今回の表紙には兎が 5匹隠れています。あなたは見つけられましたか？（解答は裏表紙右下）　　　　リハビリテーション科：山本信平

『住み慣れた自宅で自分らしく』

健康管理 日常生活介助

ある利用者さんの
日常の１コマ

医療的処置・管理緩和ケア家族の支援

主なサービス内容

血圧・体温測定や病状の
観察、内服管理など。

介護方法の指導や様々な
相談に応じます。

入浴介助・食事・排泄
の支援など。

自宅でも病院と同じく、点
滴をはじめ傷の処置や酸素
の吸入などもできます。

苦痛を和らげたり、癒し
の効果のあるアロママッ
サージなども行います。

お問い合わせは、主治医または
看護師にお気軽にご相談ください。

※土・日・祝日・夜間は救急外来
　で対応させていただきます。

全敷地内禁煙！

訪問看護
とは

家庭で療養する障害のある方や病気の人に、看護やその
人に必要な医療上の処置を主治医の指示を受けながら行
い、安心して日常生活が送れるよう支援します。

「それぞれのご家庭で、本来の役割をもった

お顔に出会えることができ光栄です。」

「お家って、生きる力が湧いてくる

場所なんですね。」

訪問看護

平日 8：30 ～ 17：15

※掲載の同意をいただいています。

今日はお父さんの
お祭りです。


